
主催 東京都 東京都医工連携ＨUB機構 

 今年度の最後のクラスター研究会では、医学、工学、産業界から講師をお招きし、医療機
器開発の新しい可能性についてご講演いただきます。医療機器開発では、開発のきっかけと
なる臨床ニーズを起点に、市場をよく知る製販企業、技術を持つものづくり企業や研究機関
との有機的な連携が重要となります。研究会の冒頭では、自治医科大学の永井先生から医療
機器開発におけるオープンイノベーションについて、続いて、第一医科（株）の林社長から
は自社の医療機器の治験・承認での経験についてお話いただきます。最後は、折り紙の折り
たたみパターンを利用した医療機器の開発など折り紙工学博士として著名な北海道大学の繁
富（栗林）先生よりご講演いただきます。皆様のご参加をお待ちしています。 

第１部 研究会 

東京都医工連携ＨＵＢ機構（運営委託機関：日本コンベンションサービス株式会社） 

TEL: 03-5201-7321（平日9:00～17:00）  Email: info@ikou-hub.tokyo 
お問い合わせ先 

参加無料 

開催日 3月27日（火）14：00～17：30 
 

場 所 日本橋ライフサイエンスハブ 
 

           「COREDO室町3」8階（東京都中央区日本橋室町1-5-5） 
 

定 員   150名 ※定員超過した場合、ＨＵＢ機構会員を優先いたします。 

第９回クラスター研究会 

～医療機器産業におけるイノベーションの胎動～ 

14:00-14:05     

14:05-14:55       

15:05-15:45       

永井 良三 氏 
自治医科大学 学長 

開会挨拶  

基調講演 

講演 

「医療デバイス研究開発と 
 オープンイノベーションの重要性（仮）」 

東京都 

15:55-16:35       講演 

名刺交換、情報交換 16:50-17:30           

第２部 交流会 

林 正晃 氏 
第一医科株式会社 代表取締役社長 

「中小企業による医療機器の治験および承認を経験して 
 ～メニエール病治療デバイスの開発から学んだこと・ 
 伝えたいこと～」 

繁富（栗林）香織 氏 
北海道大学 高等教育推進機構・情報科学研究科 
特任准教授 

「折り紙で命を救う 
 ～折紙工学による医療機器開発の可能性～」 

16:35-16:40       閉会挨拶 東京都医工連携HUB機構 



3月27日（火） クラスター研究会 
参加申込書 

お問い合わせ先 
〒103-0023 東京都中央区日本橋本町2丁目3-11 
日本橋ライフサイエンスビルディング603号室 
東京都医工連携イノベーションセンター 
運営業務受託：日本コンベンションサービス株式会社 

 
電話: 03-5201-7321（平日9:00~17:00） 
FAX: 03-5201-7322 
Mail: info@ikou-hub.tokyo 
URL: https://ikou-hub.tokyo/ 

①FAX：03-5201-7322 
②HPからのお申込み 
 https://ikou-hub.tokyo/event/ 
③メールでのお申込み 
 info@ikou-hub.tokyo 

会場へのアクセス 

日本橋ライフ 
サイエンスビル 

JR 

新日本橋 

銀座線 

三越前 

※申込が定員を超えた場合はお断りする場合があり
ます。お早目に申込いただきますようお願い致し
ます。 

※お申込み受理後、確認メールをお送りします。届
かない場合は事務局にお問合せください。 

お申込方法 

東京メトロ 
三越前駅 

ＪＲ 
日本橋駅 

日本橋ライフ 
サイエンスハブ 

■地下鉄銀座線・半蔵門線「三越前」駅 直結 
■JR総武線快速「新日本橋」駅 直結 

情報交換 □ 
東京都医工連携HUB機構オフィスで、HUB機構スタッフとの情報交換（1時間
程度）をおこなってもよい 

        ※チェックされた方は、後日、東京都医工連携HUB機構よりご連絡をさせていただく場合があります 

会社・所属機関名 フリガナ 
 

参加者名 フリガナ 
 

属性 
※一つをお選びください 

□行政・公的機関 □臨床機関  □研究機関  □製販企業 
□ものづくり企業     □コンサルティング     □その他 

TEL 

Email 

所属機関の住所 

第１部 研究会 □参加する  □参加しない  

第２部 交流会 □参加する  □参加しない  

HUB機構への入会 □希望する  □希望しない  □すでに登録している  

メルマガの登録 □希望する  □希望しない  □すでに登録している  


